
上野遊水地の有効活用
に関する検討

平成19年12月27日（第69回委員会）

審議資料1 2 2「川上ダ の建設事業に いて審議資料1-2-2「川上ダムの建設事業について」

戦後最大洪水（昭和28年13号台風）が来た場合、

上野遊水地があっても下流への流出量が2900
ｍ3/sとなり、自然状態における流出量2700ｍ3/s
を上回る 川上ダムが必要を上回る。→ 川上ダムが必要

平成20年1月23日（今本博健氏の意見書No.933)
越流堤の高さと長さによっては、下流への流出
量を2700ｍ3/s以下にできるのではないか。

平成 年 月 日（第 回委員会）平成20年1月29日（第71回委員会）で

澤井委員、綾委員に検討指示。

平成20年2月
両委員が木津川河川事務所よりデータの提供委員
を受け、検討開始。

平成20年10月16日（淀川水系河川整備計画策定
に関する意見書）

「上野遊水地の機能をより有効に発揮させるた機
め、越流構造についてさらに検討することが望ま
れる。」








